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別紙

駐留軍要員健康保険組合選定議員候補者選考要領

（趣旨）
第１ この要領は、健康保険法（大正１１年法律第７０号）第１８条第３項に規
定する駐留軍要員健康保険組合の組合会議員（以下「駐健保選定議員」という。）
を事業主において選定するに当たり、駐健保選定議員の候補者（以下「候補者」
という。）の選考の実施に関し必要な事項を定める。

（候補者の選考）
第２ 防衛省職員ではない者を候補者として選考する場合は、公募により行うも
のとする。

（選考委員会の設置）
第３ 選考の公平性及び透明性を確保するため、外部の有識者からなる駐留軍要
員健康保険組合選定議員候補者選考委員会（以下「委員会」という。）を設置
する。

（審議事項）
第４ 委員会は、次に掲げる事項について審議するものとする。
⑴ 候補者の書類審査選考基準の作成及び当該書類審査の実施に関すること。
⑵ 候補者の面接審査選考基準の作成及び当該面接審査の実施に関すること。
⑶ 候補者の評価に関すること。
⑷ 前各号に掲げるもののほか、候補者の選考に関し委員会が必要と認める事
項。

（構成）
第５ 委員会は、委員３名で構成する。
２ 委員は、外部の有識者のうちから、地方協力局次長が駐健保選定議員の選定
の必要があると判断したときに委嘱する。

３ 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。
４ 委員の任期は、地方協力局次長が委嘱した日から候補者が駐健保選定議員に
選定される日までとする。

（運営）
第６ 委員会は、委員長が招集する。
２ 委員長は、委員会の事務を総理し、評価の結果を地方協力局次長に報告する。

（秘密を守る義務）
第７ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、
同様とする。

（庶務）
第８ 委員会の庶務は、地方協力局労務管理課において処理する。

（委任規定）
第９ この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長
が定める。


